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本
山
保
育
所
で

　 園
内
研
修
を
行
い
ま
し
た

　
８
月
27
日
（
水
）
に
５
歳
児
き
り

ん
組
の
公
開
保
育
を
も
と
に
園
内
研
修

を
開
催
し
ま
し
た
。
園
内
研
修
は
、
保
育
士

の
専
門
性
向
上
、
発
達
理
解
、
発
達
に
合
っ
た
保
育
内

容
の
理
解
、
保
育
実
践
に
お
け
る
課
題
解
決
を
目
的
と

し
、
年
に
数
回
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
５
歳
児
ク
ラ
ス
を
対
象
と
し
、
保
・
小
・
中

の
連
携
を
深
め
る
こ
と
も
目
的
と
し
て
、
町
内
小
中
学

校
か
ら
15
名
の
先
生
方
に
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

普
段
の
あ
そ
び
の
姿
か
ら

　
保
育
参
観
で
は
、「
夏
祭
り
を
し
た
い
」
と
い
う
子
ど

も
た
ち
の
願
い
を
も
と
に
楽
し
ん
で
い
る
お
祭
り
作
り

な
ど
、
普
段
の
遊
び
や
保
育
士
・
友
だ
ち
と
の
対
話
の

様
子
を
教
員
の
皆
さ
ん
に
も
見
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
遊
び
や
生
活
の
中
で
、
自
分
の
思
い
を
伝
え
る
だ
け

で
な
く
、
相
手
の
思
い
を
聞
い
て
知
っ
た
り
、
友
だ
ち

と
楽
し
く
遊
ぶ
た
め
に
は
ど
う
し
た
ら
い
い
か
と
考
え

た
り
、
製
作
に
使
う
材
料
を

工
夫
し
た
り
、
友
だ
ち
と
の

対
話
を
通
し
て
試
行
錯
誤
す

る
等
さ
ま
ざ
ま
な
姿
が
見
ら

れ
ま
し
た
。

　
保
育
参
観
後
は
、
小
学
校
教
員
と
保
育
士
が
グ
ル
ー

プ
に
分
か
れ
、
年
齢
発
達
に
合
っ
た
遊
び
、
環
境
構
成
、

職
員
の
関
わ
り
、
友
だ
ち
同
士
の
関
わ
り
は
ど
う
だ
っ

た
か
に
つ
い
て
話
し
合
い
ま
し
た
。
一
人
ひ
と
り
が
大

事
に
さ
れ
、
仲
間
の
中
で
そ
れ
ぞ
れ
の
ペ
ー
ス
で
成
長

し
、
個
か
ら
集
団
へ
と
育
ち
あ
っ
て
い
る
こ
と
を
確
認

し
あ
い
ま
し
た
。
ま
た
、
遊
び
の
中
で
も
小
学
校
で
の

学
び
に
つ
な
が
る
場
面
が
た
く
さ
ん
あ
り
、
参
加
者
で

今
大
事
に
取
り
組
ん
で
い
る
保
育
内
容
の
共
有
も
行
う

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
多
数
の
教
員
の
方
々
に
参
加
い
た
だ
く
園
内
研
修
は

数
年
ぶ
り
で
、
こ
の
よ
う
に
保
育
内
容
や
子
ど
も
の
育

ち
に
つ
い
て
協
議
す
る
機
会
は
本
山
保
育
所
が
始
ま
っ

て
以
来
、
初
の
試
み
と
な
り
ま
し
た
。
今
後
も
保
・
小
・

中
の
連
携
を
さ
ら
に
深
め
ら
れ
る
よ
う
、
保
育
士
・
教

職
員
・
保
護
者
・
地
域
の
皆
さ
ん
と
手
を
取
り
合
い
、

今
回
の
よ
う
な
園
内
研
修
を
継
続
し
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
引
き
続
き
全
職
員
で
協
力
し
な
が

ら
、
子
ど
も
も
大
人
も
安
心
し
て
過
ご
せ
る
子
育
て
環

境
づ
く
り
を
軸
に
保
育
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

MO
TOY

AM
A

学校・保育
だよ
り

Vol,20
8

★本山保育所★

11/  5（水） 第３回ぺアプロ
11/11（火） 総合避難訓練
11/12（水） 民生委員さんとの交流
　　　　　　キッチンカー炊き出し
11/14（金） 歯磨き講習
　　　　　　（こぐま・ぞう組）
11/14（金） ０歳児測定
11/18（火） 歯科健診 
11/19（水） 第４回ぺアプロ
　　　　　　リース作り（きりん組）
11/26（水） 子育てサロンすまいる
11/27（木） 起震車体験（きりん組）
11/30（日） バザー

★子育て支援センター★

11/  6（木） 絵本に親しもう
11/12（水） 身体測定・育児相談
11/18（火） お誕生会（10,11月生）
　　　　　　お茶会
11/27（木） 作って遊ぼう

★本山小★

11/  4（火） 人権の花事業
11/  6（木） 委員会
11/13（木） 本山町老人クラブ連合会体育
　　　　　　大会・福祉運動会
11/21（金） 読み聞かせ
11/22（土） 文化学習発表会
11/25（火） 代休
11/28（金） 火災避難訓練、紙芝居　　　

★吉野小★

11/  6（木） 教職員研修指定校、公開授業
11/13（木） 吉野検定
11/25（火） 持久走取組開始
11/29（土） きらきらフェスタ

★嶺北高校★

11/  1（土） ベネッセ総合学力テスト
　　　　　　（１・２年生）
11/1（土）・2（日） ベネッセ共通テスト模試
　　　　 　　　　（３年生）
11/  9（日） 第２回英語検定（２次）
11/11（火） 基礎学力診断テスト（１・２年生）
11/13（木） ものメッセKOCHI2025参加
　　　　　　（ぢばさんセンター）
11/20（木） 交通安全街頭指導
11/27（木） 期末テスト発表

★・・・11月の予定・・・★★・・・11月の予定・・・★★・・・11月の予定・・・★★・・・11月の予定・・・★

★嶺北中★

11/  1（土）・2（日） 香長地区バレー新人大会
11/  2（日） 中高一貫教育吹奏楽部定期演奏会
11/  5（水） 校内マラソン大会（予備日11/10）
11/  7（金） 第２回漢字検定
11/  9（日） 第2回英語検定二次
11/11（火） 生徒会役員選挙
11/12（水） 第3回中高合同避難訓練（予定）
11/15（土） 本山町産業文化祭(吹奏楽部演奏)
11/15（土）・16（日） バドミントン秋季大会（春野）
11/18（火） さくらプロジェクト学習文化発表会
11/19（水） 期末テスト発表
11/23（日） 中学生ビギナーズバレーボール大会
11/26(水）～28(金） 期末テスト
11/28（金） 起震車体験

自分たちで
お祭りを
つくるぞ～！

学校の先生と
共に意見交換
を行いました  ！

「
黄
金
の
刻
」 川
村
 香
代
氏
　
　

第
13回

 天
空
の
郷
も
と
や
ま
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
　
入
選

「
黄
金
の
刻
」 川
村
 香
代
氏
　
　 みんなの思いを

つなぐ
サークルタイム



広報もとやま第270号（2025.11）3 本山町は「日本で最も美しい村」連合に加盟しています 地域で育てよう　もとやまっ子！ 2広報もとやま第270号（2025.11）

　９月27日（土）17時より、東光寺にて「秋夜のつどい in 
東光寺」を開催しました。このイベントは本山町商工会青
年部主催による昨年に続いて２度目の開催となりました。
　当日は地元事業者による露店が並び、生ビールやハイ
ボールを片手に、音楽ライブや小野住職による落語を楽し
む来場者で賑わいました。
　さらに、本山町産のさつまいも「紅はるか」を使って青
年部と嶺北高校の生徒が共同開発したオリジナルアイスク
リームも大好評でした。
　会場では、地域の方々と作った牛乳パックを使った灯篭
が机や参道をやさしく照らし、幻想的な雰囲気の中で地域
のつながりを感じるひとときとなり、多くの方々のご参加
とご協力により、心温まる秋の夜の交流の場となりま
した。

　９月19日（金）旧役場庁舎跡横駐車場にて「まちな
かビアガーデン」を開催しました。今回のビアガーデン
は、三区の小野雄基区長を実行委員長とし、一区・二区
の区長さんや住民の方々と協力し、実施しました。
　当日は、事前に予約をされた約100名が来場し、世代
を問わず多くの方々が交流を深めました。家族や友人同士はもちろん、初めて顔を合わせる人との交流
もあったり、子どもたちが楽しそうに過ごす姿も見られました。

　今年のビアガーデンは昨年と違い、旧役場庁舎が
解体され、開けた跡地スペースに出店が並んだこと
です。来場者は冷たいビールと各店の料理を手に、
テーブルを囲んで会話を楽しんでいました。「宴会
の機会が減っていたので、こうしたにぎやかな場は
久しぶり」との声や「（庁舎跡地を見て）思ったよ
り狭いね」といった声も聞かれました。
　終了後の片付けには、スタッフに加えて来場者の
方々も自主的に参加してくださり、地域のつながり

を改めて実感できる場となりました。
　今回の開催にあたり、準備や運営にご尽力いただいたスタッフや出
店者の皆さまに厚く御礼申し上げます。そして、ご参加いただいた皆
さまのご協力により、今年も安全に実施することができました。誠に
ありがとうございました。

まちなかビアガーデン

秋夜のつどい in 東光寺

　８月17日（日）に早明浦ダム直下のふれあい広場で第35回操法大会
が開催され、本山町から予選を勝ち抜いた５チーム（小型操法の部に３
チーム、ポンプ車操法の部に２チーム）が出場し、炎天下の中、練習の
成果を発揮しました。結果は下記のとおりです。

　　すず き いく　　　　

紅一点　小型操法の部で大活躍　本山町消防団中央分団　鈴木郁さん
　本山町消防団中央分団に所属する鈴木さんは、小型ポンプ操法の部
で唯一の女性団員として出場し、きびきびとした動作で大活躍され、
チームを町大会優勝、嶺北大会準優勝に導いた立て役者です。
　大会を終えて鈴木さんは、「最初は戸惑いを感じたが、練習をして
いくうちにモヤモヤが吹っ切れた。操法を通じて出動時でもおのずと
身体を動かせるようになるまで今後も励んでいきたい」と意欲的に話
していました。
　また、本山町消防団中央分団長の本山眞さんは「嶺北では小型操法
に選手として出場した女性は今まで聞いたことがない。彼女の活躍を
通じて女性が消防団活動に興味を持つ人が増えれば」と今後に期待を
寄せています。
　９月１日現在、本山町消防団の団員数は163名（男性159名・女性
４名）で年々減少しており、特に若年層が減少する一方で、消防団は
地域の安全確保のために大きな役割を果たしており火災や災害時の活
動は非常に重要とされています。

もとやまトピックスTOWN  T OP ICS  i n  MO T OYAMA

嶺北消防団連合会夏季合同演習
第35回操法大会

●問い合わせ先　○総務課　 76-2223

本山町消防団本部は、18歳以上で町内在住または勤務している方を対象として常時募集してい
ます。「安心して暮らせるまち、災害に強いまち」を目指して、地域のために消防団に入団しま
せんか？消防団に興味のある方、または入団したい方は、お気軽にお問い合わせください。

【ポンプ車操法の部】
第１位　土佐町消防団田井分団
第２位　土佐町消防団中央分団
第３位　本山町消防団中央分団
第４位　本山町消防団吉野分団

【小型ポンプ操法の部】
第１位　土佐町消防団古奈川分団
第２位　本山町消防団中央分団　
第３位　本山町消防団寺家分団　
第４位　大川村消防団　　　　　
第５位　土佐町消防団松ヶ丘分団
第６位　本山町消防団南部分団　
第７位　大豊町消防団大田口分団
第８位　土佐町消防団平石分団　
第９位　大豊町消防団落合分団　
第10位　大豊町消防団立川分団　
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第５位　土佐町消防団松ヶ丘分団
第６位　本山町消防団南部分団　
第７位　大豊町消防団大田口分団
第８位　土佐町消防団平石分団　
第９位　大豊町消防団落合分団　
第10位　大豊町消防団立川分団　



●各事業の問い合わせ先
①～⑦　政策企画課　 76－3915
⑧～⑨　住民生活課　 76－2115
⑩　　　教育委員会　 76－3913

令和７年度　人口減少対策総合交付金補助・支援事業等のご紹介
　本山町では、Uターンや移住の若者子育て世代が定住しやすいまちづくりを推進するため、補助・
支援事業等を実施することとなりました。令和７年度の補助・支援事業をご紹介します。
　年度内の申し込み期限が近いものもありますので、お早めにお申し込みください。
① UIターン引越し支援事業
町出身の新卒者や移住者（34歳以下の単身、夫婦ともに39歳以下の世帯、18歳未満の
子がいる子育て世帯）に対して、本町への引越し費用の一部を単身：100,000円、2名
以上世帯：200,000円を上限に補助します。

② 通勤支援事業
町出身の新卒者や34歳以下の移住者、34歳以下の域外転職者に対して、本町に居住し
県内企業等に遠距離通勤する費用として月額10,000円を補助します。

③ 資格取得支援事業
町出身の新卒者や34歳以下の移住者が本町に居住し県内の企業等に就業するにあた
り、法令等の規定により必要な資格やキャリアアップのための資格等を取得する場合の
費用について、一人100,000円を上限に補助します。

④ 若者・子育て世帯新築リフォーム促進事業
夫婦ともに39歳以下の世帯や18歳未満の子がいる子育て世帯が町内に住宅を新築また
は親世帯と同居するためのリフォームを行う場合、一世帯1,000,000円の奨励金を支給
します。

⑤ 同窓会支援事業
（１）町内の飲食店で開催されるもの。
（２）出席者が町内の小学校、中学校の卒業年度の同級生等であること。
（３）開催の目的を主とする出席者の年齢が、開催日の属する年度の４月２日から翌４
月１日までの間に達する満18歳から34歳までで構成されていること。
※その他、出席者に関する要件あり

⑥ 結婚新生活支援事業
夫婦ともに39歳以下の方が結婚された場合、新生活のスタートに係る経済的負担を軽
減するため、上限300,000円（家賃、引越費用等）を支援します。
※その他年齢(29歳以下)、世帯所得(500万円未満)、親元同居・近居による加算あり

⑦ 本山町出身者ネットワーク構築事業
町公式LINEから各種情報を発信し、本山町と登録者のつながりを強めます。また、若
者(18歳以上34歳以下)の町公式LINEへの登録を促すため、地場産品を活用したふるさ
と小包を新規登録者にお送りします。

⑧ 自営業・フリーランス等出産育児支援事業
本町に居住する自営業やフリーランス等で生計を立てている世帯において出産した場合
の出産手当金に準ずる応援金を支給します。併せてその世帯の生計維持者が育児休業さ
れる場合には育児休業手当に準ずる応援金を支給します。

⑨ 男性育休取得促進事業
本町に居住する男性が育児休業を取得した場合、期間に応じた奨励金を事業主に支給し
ます。

⑩ 出会いのきっかけ支援事業　
本町に居住する39歳以下の方が「高知で恋しよ!!マッチング」へ入会申込をした場合の
費用10,000円を上限に補助します。
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●各事業の問い合わせ先
①～⑦　政策企画課　 76－3915
⑧～⑨　住民生活課　 76－2115
⑩　　　教育委員会　 76－3913

令和７年度　人口減少対策総合交付金補助・支援事業等のご紹介
　本山町では、Uターンや移住の若者子育て世代が定住しやすいまちづくりを推進するため、補助・
支援事業等を実施することとなりました。令和７年度の補助・支援事業をご紹介します。
　年度内の申し込み期限が近いものもありますので、お早めにお申し込みください。
① UIターン引越し支援事業
町出身の新卒者や移住者（34歳以下の単身、夫婦ともに39歳以下の世帯、18歳未満の
子がいる子育て世帯）に対して、本町への引越し費用の一部を単身：100,000円、2名
以上世帯：200,000円を上限に補助します。

② 通勤支援事業
町出身の新卒者や34歳以下の移住者、34歳以下の域外転職者に対して、本町に居住し
県内企業等に遠距離通勤する費用として月額10,000円を補助します。
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夫婦ともに39歳以下の世帯や18歳未満の子がいる子育て世帯が町内に住宅を新築また
は親世帯と同居するためのリフォームを行う場合、一世帯1,000,000円の奨励金を支給
します。

⑤ 同窓会支援事業
（１）町内の飲食店で開催されるもの。
（２）出席者が町内の小学校、中学校の卒業年度の同級生等であること。
（３）開催の目的を主とする出席者の年齢が、開催日の属する年度の４月２日から翌４
月１日までの間に達する満18歳から34歳までで構成されていること。
※その他、出席者に関する要件あり

⑥ 結婚新生活支援事業
夫婦ともに39歳以下の方が結婚された場合、新生活のスタートに係る経済的負担を軽
減するため、上限300,000円（家賃、引越費用等）を支援します。
※その他年齢(29歳以下)、世帯所得(500万円未満)、親元同居・近居による加算あり

⑦ 本山町出身者ネットワーク構築事業
町公式LINEから各種情報を発信し、本山町と登録者のつながりを強めます。また、若
者(18歳以上34歳以下)の町公式LINEへの登録を促すため、地場産品を活用したふるさ
と小包を新規登録者にお送りします。

⑧ 自営業・フリーランス等出産育児支援事業
本町に居住する自営業やフリーランス等で生計を立てている世帯において出産した場合
の出産手当金に準ずる応援金を支給します。併せてその世帯の生計維持者が育児休業さ
れる場合には育児休業手当に準ずる応援金を支給します。

⑨ 男性育休取得促進事業
本町に居住する男性が育児休業を取得した場合、期間に応じた奨励金を事業主に支給し
ます。

⑩ 出会いのきっかけ支援事業　
本町に居住する39歳以下の方が「高知で恋しよ!!マッチング」へ入会申込をした場合の
費用10,000円を上限に補助します。
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広報もとやま第270号（2025.11）5 交通ルールを守りましょう！ うがい・手洗い・マスク・予防接種で感染症予防 4広報もとやま第270号（2025.11）

役場からのお知らせ



広報もとやま第270号（2025.11）7 6広報もとやま第270号（2025.11）本山町人権標語「大丈夫　あなたは一人じゃないから」 高知県最低賃金は、令和7年１０月から1時間1,023円です ～高知労働局賃金室～

役場からのお知らせ

　国民年金保険料は所得税法および地方税法上、社会保険料控除としてその年の課税所得から控除
されますが、控除の対象となるのは、令和７年中（令和７年１月１日から令和７年12月31日）に納
められた保険料の全額です（令和７年中に納められたものであれば、過去の年度分の保険料や追納
された保険料も控除の対象となります）。
　本年中に納付した国民年金保険料について、社会保険料控除を受けるには、年末調整や確定申告
の際に、保険料を支払ったことを証明する書類の添付が必要です。このため、日本年金機構から、
下記のスケジュールで「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」が対象者宛てに送付されますの
で、お手元に届きましたら、大事に保管し、年末調整や確定申告の際に使用してください。
　「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」は、e-Taxで利用できる電子版の交付も行っていま
す。郵送よりも早く受け取ることができ、簡単に確定申告ができるため、電子版を推奨しています。
　マイナポータルから「ねんきんネット」にログインし、電子送付希望の登録をすると、マイナ
ポータルの「お知らせ」で電子版を受け取ることができます（登録をすると郵送されなくなります）。

　なお、ご家族（配偶者やお子様等）の負担すべき国民年金保険料を支払っている場合は、ご自身
の国民年金保険料に加え、その保険料についても控除が受けられます。 

国民年金保険料は全額が社会保険料控除の対象です！

●問い合わせ先　○住民生活課　住民班　 76-2115　○南国年金事務所　 088-864-1111

●問い合わせ先　○（公財)高知県生活衛生営業指導センター　 088-855-5100

対　象　者 送付方法 送付時期

電子送付 令和７年10月中旬から
下旬にかけて順次

郵送 令和７年10月下旬から
11月上旬にかけて順次

電子送付 令和８年１月下旬

郵送 令和８年２月上旬

令和７年１月１日から令和７年９月30日まで
の間に国民年金保険料を納付された方

令和７年10月１日から令和７年12月31日ま
での間に国民年金保険料を納付された方（①
の対象者は除きます。）

①

②

『Sマーク ＜標準営業約款制度＞』
　　　　　　　　　　  をご存じですか！

　高知県では、理容・美容・クリーニングの３業種で、厚生労働大臣
の認めたルールに従って、安心・安全・清潔のサービスを提供してい
るお店を、標準営業約款登録店舗とし、Ｓマークの表示でお知らせし
ています。
　毎年11月を「標準営業約款普及登録促進月間」として、消費者の皆
さまへはＳマークの周知、営業者の方には登録を呼びかけています。
　お近くの店先を探してみませんか。

●問い合わせ先　○住民生活課　住民班　 76-2115

※国民健康保険、後期高齢者医療保険加入者の方の有効期限は2025年7月31日で満了となりました

12月2日以降使用できなくなります
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役場からのお知らせ

　国民年金保険料は所得税法および地方税法上、社会保険料控除としてその年の課税所得から控除
されますが、控除の対象となるのは、令和７年中（令和７年１月１日から令和７年12月31日）に納
められた保険料の全額です（令和７年中に納められたものであれば、過去の年度分の保険料や追納
された保険料も控除の対象となります）。
　本年中に納付した国民年金保険料について、社会保険料控除を受けるには、年末調整や確定申告
の際に、保険料を支払ったことを証明する書類の添付が必要です。このため、日本年金機構から、
下記のスケジュールで「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」が対象者宛てに送付されますの
で、お手元に届きましたら、大事に保管し、年末調整や確定申告の際に使用してください。
　「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」は、e-Taxで利用できる電子版の交付も行っていま
す。郵送よりも早く受け取ることができ、簡単に確定申告ができるため、電子版を推奨しています。
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ポータルの「お知らせ」で電子版を受け取ることができます（登録をすると郵送されなくなります）。

　なお、ご家族（配偶者やお子様等）の負担すべき国民年金保険料を支払っている場合は、ご自身
の国民年金保険料に加え、その保険料についても控除が受けられます。 

国民年金保険料は全額が社会保険料控除の対象です！

●問い合わせ先　○住民生活課　住民班　 76-2115　○南国年金事務所　 088-864-1111

●問い合わせ先　○（公財)高知県生活衛生営業指導センター　 088-855-5100

対　象　者 送付方法 送付時期

電子送付 令和７年10月中旬から
下旬にかけて順次

郵送 令和７年10月下旬から
11月上旬にかけて順次
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郵送 令和８年２月上旬

令和７年１月１日から令和７年９月30日まで
の間に国民年金保険料を納付された方

令和７年10月１日から令和７年12月31日ま
での間に国民年金保険料を納付された方（①
の対象者は除きます。）

①

②

『Sマーク ＜標準営業約款制度＞』
　　　　　　　　　　  をご存じですか！

　高知県では、理容・美容・クリーニングの３業種で、厚生労働大臣
の認めたルールに従って、安心・安全・清潔のサービスを提供してい
るお店を、標準営業約款登録店舗とし、Ｓマークの表示でお知らせし
ています。
　毎年11月を「標準営業約款普及登録促進月間」として、消費者の皆
さまへはＳマークの周知、営業者の方には登録を呼びかけています。
　お近くの店先を探してみませんか。

●問い合わせ先　○住民生活課　住民班　 76-2115

※国民健康保険、後期高齢者医療保険加入者の方の有効期限は2025年7月31日で満了となりました

12月2日以降使用できなくなります



広報もとやま第270号（2025.11）9 「緑の募金」にご協力をお願いいたします 20歳になったら　毎年受けよう　地域医療健診 8広報もとやま第270号（2025.11）

　毎年秋から冬にかけては、インフルエンザが流行するシーズンです。高熱や全
身のだるさなどの全身症状を伴い、抵抗力が弱い方（幼児・高齢者など）が感染
すると、重症化するおそれが高まります。流行を防ぐためには、原因となるウイ
ルスを体内に侵入させないことや周囲にうつさないようにすることが大切です。

　❶手洗い
よく泡立てた石鹸を使って、手のひら・手の甲・親指・指先・手首をすみずみまでよく洗い、流水で
しっかり洗い流します。清潔なタオルやペーパータオルでしっかり水分を拭き取りましょう。

　❷バランスのよい食事
食事は主食・主菜・副菜をそろえるようにしましょう。　　

　❸予防接種を受ける
　❹適度な湿度（50～60％）と換気
•空気が乾燥すると、鼻や喉の粘膜の防御機能を弱らせ、ウイルスが体内へ侵入しやすくなります。
•十分に換気することで、感染症対策につながります。

　❺マスク着用
流行期間中は、人混みを避けましょう。やむを得ず、人混みに入る場合は、マスクを着用するよ
うにしましょう。

　❻ストレス対策と休養
十分な休息で疲労やストレスを回復させることで、体の防御機能を高め、
ウイルスへの抵抗力を高めます。

毎月　　　日は「食育の日」

◎毎月19日は、「食育の日、家族そろっていただきますの日」と設定し、できる限り地域の食材を使
い、家族で食事の準備をし、家族そろってゆっくり食事をいただき、食育について考え、実施する日
としています。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 《本山町食生活改善推進協議会》

～ 免疫力アップでインフルエンザ予防！! ～

　子ども家庭庁では、11月を「秋のこどもまんなか月間」と定め、家庭や学校、地域など社会全般に
おいて、児童虐待問題に対する深い関心と理解が得られるよう、広報・啓発活動を進めています。
　全国的に児童虐待に関する相談対応件数は増加傾向にあり、子どもの生命が奪われるなどの重大な事
件が後を絶ちません。社会全体で子どもを見守り、すこやかに育む環境づくりに取り組むことが必要で
す。どんな小さなことでも気になることがあれば、健康福祉課などへお気軽にご相談ください。また、
出産・子育てに悩んだときは、ひとりで抱え込まず、子育て支援センターなどを利用してみましょう。

●虐待かもと思ったときの連絡先
　本山町健康福祉課　　　　　　　 70-1060
　高知県中央児童相談所　　　　　 088-821-6700
　児童相談所全国共通ダイヤル　　１８９（いちはやく）通話料無料
　※通告・相談は匿名で行うこともでき、通告・相談をした人、その内容に関する秘密は守られます。

●子どもや家庭のことで、困っていることや心配なときの連絡先
　本山町健康福祉課　　　　　　　 70-1060
　本山町子育て支援センター　　　 76-3003

～子ども虐待のない社会の実現を目指しましょう～～子ども虐待のない社会の実現を目指しましょう～

《インフルエンザ予防のポイント》《インフルエンザ予防のポイント》《インフルエンザ予防のポイント》
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地域おこし協力隊通信地域おこし協力隊通信

協力隊ホームページ https://mtymc.wordpress.com/

防災コーナー 大地震発生！
　対策は十分か？

●問い合わせ先　○総務課　 76-2223

　南海トラフ地震は、今後30年以内に60～90％の確率で発生するといわれています。実際に
発生した場合、事前の対策は十分でしょうか？災害時に大切なことは、自らの命は自らが守る
意識を持ち、自らの判断で避難することです。

　11月1日に町内で実施した、南海トラフ地震臨時情報に係る避難行動・
避難訓練に通じるものです。いざというときに困ることがないよう、事前
に自身でできることに取り組み、災害に備えましょう。
　
参考資料：本山町地域防災計画　第2編　地震災害対策編　第2章　地震災害予防計画
　　　　　第1８節　住民等の自主防災力の向上
　　　　：高知県全戸配布冊子【南海トラフ地震にそなえちょき（家庭保存版）】

日頃からできる事前対策・確認事の一例
　•居住する家屋の耐震化・不燃化に取り組む。
　•近くの避難所・避難場所がどこにあるか把握
しておく。

　•貴重品を含む非常用持ち出し袋等の準備をし
ておく。

　•車等の燃料は、いつも半分以上いれるように
しておく 。

　　（災害時給油所は長蛇の列が予想されます）

　
•宅内の出入り口に避難の支障となる物を置かない。
•宅内の高いところにある物を固定する。
•水・食料・普段使用する薬等を十分に備蓄する。
　（備蓄食料がありすぎて困ることはありません）
•棚の中のものが飛び出さないよう対策する。
　（地震時は物が飛散し、避難の支障になります）
•携帯ラジオや携帯電話の予備バッテリー・電
池を準備しておく。

【今月の担当】
林業振興班
  と  やま 　　やす  お 

外山　康雄
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日頃からできる事前対策・確認事の一例
　•居住する家屋の耐震化・不燃化に取り組む。
　•近くの避難所・避難場所がどこにあるか把握
しておく。

　•貴重品を含む非常用持ち出し袋等の準備をし
ておく。

　•車等の燃料は、いつも半分以上いれるように
しておく 。

　　（災害時給油所は長蛇の列が予想されます）

　
•宅内の出入り口に避難の支障となる物を置かない。
•宅内の高いところにある物を固定する。
•水・食料・普段使用する薬等を十分に備蓄する。
　（備蓄食料がありすぎて困ることはありません）
•棚の中のものが飛び出さないよう対策する。
　（地震時は物が飛散し、避難の支障になります）
•携帯ラジオや携帯電話の予備バッテリー・電
池を準備しておく。

【今月の担当】
林業振興班
  と  やま 　　やす  お 

外山　康雄
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参
加
者
①

　
本
山
町
の
さ
ま
ざ
ま
な
産
業
や

地
理
等
を
視
察
す
る
こ
と
で
、こ

れ
ま
で
知
ら
な
か
っ
た
町
の
強
み

を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
視
察
を
通
し
て
感
じ
た
こ
と

は
、そ
れ
ぞ
れ
が
地
域
資
源
を
生

か
し
て
持
続
可
能
な
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
る
こ
と
で
す
。こ
こ
で
暮

ら
す
人
々
が
自
然
と
共
生
し
な
が

ら
地
域
の
資
源
を
活
用
し
、町
外

か
ら
観
光
客
を
誘
致
し
た
り
、野

菜
や
お
米
等
を
販
売
し
た
り
す
る

姿
や
活
動
の
様
子
は
、例
え
ば
道

徳
や
社
会
、総
合
的
な
学
習
の
時

間
で
生
か
す
こ
と
が
で
き
る
の
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　
自
分
の
地
域
に
誇
り
を
も
つ
子

ど
も
を
育
て
る
た
め
に
は
、ま
ず

は
地
域
を
知
る
こ
と
が
一
番
で
す
。

そ
し
て
、地
域
の
人
と
つ
な
が
る
学

び
を
こ
ち
ら
が
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト

す
る
こ
と
で
、子
ど
も
た
ち
は
自

分
事
と
し
て
地
域
の
よ
さ
や
課
題

に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

　
２
学
期
以
降
の
実
践
に
役
立
ち

そ
う
な
学
習
材
料
が
た
く
さ
ん
あ

り
、大
変
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

参
加
者
②

　「
本
山
町
は
地
理
・
産
業
・
人
等

す
べ
て
に
お
い
て
す
ば
ら
し
い
！
」

　
新
転
入
研
修
会
に
参
加
し
、私

が
一
番
感
じ
た
こ
と
で
す
。吉
延
の

棚
田
で
は
、田
岡
さ
ん
が
な
ぜ
お

い
し
い
米
が
で
き
る
の
か
や「
結
」

と
い
う
組
合
に
つ
い
て
等
、ク
イ
ズ

を
入
れ
て
楽
し
く
詳
し
く
説
明
し

て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。吉
延
の
人
々

の
熱
い
思
い
や
工
夫
が「
日
本
一
の

天
空
の
郷
に
こ
ま
る
」を
作
り
出

し
て
い
る
こ
と
が
よ
く
分
か
り
ま

し
た
。ま
た
、土
佐
あ
か
う
し
の
前

田
さ
ん
、彩
り
ピ
ー
マ
ン
の
大
石

さ
ん
、ノ
ー
ブ
ル
の
藤
原
さ
ん
、カ

ワ
ム
ラ
フ
ァ
ー
ム
の
川
村
さ
ん
等
、

そ
れ
ぞ
れ
の
生
産
者
さ
ん
の
直
接

の
声
を
聞
け
、本
山
の
気
候
の
特

徴
や
生
産
さ
れ
て
い
る
方
の
思
い

が
本
当
に
よ
く
分
か
り
ま
し
た
。

　
郷
土
に
誇
り
を
持
ち
、郷
土
に

貢
献
で
き
る
子
ど
も
た
ち
を
育
て

て
い
き
た
い
と
い
う
思
い
も
強
ま

り
ま
し
た
。

参
加
者
③

　
ご
縁
も
あ
っ
て
私
が
生
ま
れ

育
っ
た
故
郷
を
巡
ら
せ
て
い
た
だ

く
研
修
と
い
う
こ
と
で
、非
常
に

楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
し
た
。

　
幼
少
期
の
頃
と
比
べ
て
変
わ
っ

た
と
こ
ろ
は
、人
口
・
子
ど
も
た
ち

の
減
少
と
い
う
こ
と
で
学
校
で
は

統
廃
合
が
進
ん
で
産
業
等
に
お
い

て
も
担
い
手
が
少
な
く
な
っ
て
き

て
い
る
こ
と
で
し
た
。し
か
し
、今

ま
で
の
良
さ
を
引
き
継
ぎ
、次
世

代
へ
と
つ
な
い
で
い
こ
う
と
す
る

人
々
の
努
力
や
工
夫
に
触
れ
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　
変
わ
ら
な
い
と
こ
ろ
は
、美
し
い

自
然
や
町
、そ
し
て
人
々
の
優
し

さ
・
温
か
さ
で
し
た
。幼
少
期
の
こ

ろ
に
お
世
話
に
な
っ
た
方
々
が
元

気
で
ご
活
躍
さ
れ
て
い
る
の
を
感

じ
、非
常
に
感
動
し
て
、な
つ
か
し

さ
と
と
も
に
、感
謝
の
気
持
ち
で

い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま
し
た
。

　
総
合
的
な
学
習
の
時
間
で
は
本

山
町
の
魅
力
に
つ
い
て
学
習
を
し

て
い
ま
す
。教
育
活
動
で
生
か
し
た

い
こ
と
、紹
介
し
た
い
こ
と
等
生

徒
と
も
共
有
を
し
て
、深
い
学
び

に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
で
す
。

参
加
者
④

　
視
察
先
で
印
象
に
残
っ
た
こ

と
、そ
れ
は
視
察
先
そ
れ
ぞ
れ
の

現
場
に
お
い
て
そ
れ
ぞ
れ
の
職
種

に
従
事
さ
れ
る
皆
さ
ん
の
プ
ロ

フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
ぶ
り
で
し
た
。こ

の
山
間
の
小
さ
な
町
に
も
多
く
の

プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
が
息
づ
き
、

農
業
に
限
ら
ず
、観
光
、資
源
開
発

…
と
町
に
息
吹
を
与
え
て
い
る
の

だ
と
改
め
て
感
じ
さ
せ
ら
れ
ま

し
た
。

　
そ
ん
な
中
で
も
、吉
延
展
望
台

で
の
中
学
生
の
お
孫
さ
ん
を
伴
っ

た
棚
田
の
歴
史
、米
作
り
に
ま
つ

わ
る
蘊
蓄
…
地
域
愛
や
米
作
り
へ

の
愛
に
あ
ふ
れ
た
お
話
に
惹
き
つ

け
ら
れ
ま
し
た
。特
に
、自
分
の

育
っ
た
地
元
を
誇
ら
し
く
堂
々
と

語
る
お
孫
さ
ん
の
姿
や
語
り
口
調

は
郷
土
愛
に
満
ち
て
お
り
、強
く

印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
研
修
は
、子
ど
も
た
ち

と
一
緒
に
本
山
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ

ナ
ル
を
語
る
た
め
の
会
話
の
き
っ

か
け
を
、ま
た
そ
れ
を
深
め
て
い
く

材
料
を
提
供
し
た
と
考
え
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

本山町の魅力や実態を知り、今後の教育実践に生かすという目的のもと、８月１日（金）に教職員の町内
視察研修を行いました。研修会では小・中・高の新転入者教職員が現地に赴き、実際に地域で働く方々にお
話を聴いて知識を深めることができ、とても充実した一日になりました。研修にご協力いただきました皆
様、本当にありがとうございました。

　令和７年度　本山町内新転入者教職員研修会

参
加
者
の
声 

う
ん
ち
く

﹇
研
修
内
容
﹈

①地域資源活用型の産業づくりについて
②地産地消・外商の取り組みについて　
③活力ある生産者の活動について

問い合わせ先
大原富枝文学館 76－2837大原富枝文学館だより大原富枝文学館だより大原富枝文学館だより

第33回右城暮石顕彰吉野川全国俳句大会投句募集（～1/31）

【谷口 智行 氏】 
1958年京都生まれ。三重県御浜町在住。運河主宰兼編集長。句集『藁嬶』『媚
薬』『星糞』『谷口智行集』『海山』（R7「俳人協会賞」）、エッセイ集『日の乱舞
／物語の闇、』共著『女性俳句の世界　第五巻』、編著『平松小いとゞ全集』評
論『窮鳥のこゑ』（R3「日本詩歌句随筆評論大賞」）『俳句の深層』。

【
町
内
歴
代
入
選
句

　第
16
回
大
会
県
内
中
学
生
の
部
】
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

　

 

植
田
紀
子
選
最
優
秀
賞

　足
裏
と
音
で
感
じ
る
霜
柱

　
　石
川
祐
記
子

【
町
内
歴
代
入
選
句

　第
25
回
大
会
一
般
の
部
】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

　

 

宇
多
喜
代
子
選
入
選

　南
南
東
こ
ん
な
近
く
に
初
日
の
出

　髙
橋
純
子

【佐藤 文香 氏】 
1985年生まれ。兵庫県神戸市、愛媛県松山市で育つ。句集に『海藻標本』（第
10回宗左近俳句大賞）、『君に目があり見開かれ』、『菊は雪』、『こゑは消える
のに』。2014年ごろから詩も書き始め、『渡す手』にて第29回中原中也賞。編著
に『俳句を遊べ！』、『天の川銀河発電所』など。

≪表　彰　式≫
令和８年４月１２日（日）１３：００～
本山町プラチナセンターふれあいホール
　※当日句受付１０：００～１１：３０
　※記念講演１３：１０～
　　「笑える俳句 －右城暮石を中心に－」

佐藤 文香

　本山町古田出身の蛇笏賞受賞俳人・右城暮石の功績を称え、第33回
右城暮石顕彰吉野川全国俳句大会を開催します。事前句の選者に右城暮
石創設の俳誌「運河」現主宰・谷口智行さんと、佐藤文香さんをお迎え
します。
　募集要項、投句用紙は大原富枝文学館、本山町プラチナセンタ－、さ
くら図書室で配布し、大原富枝文学館ホームページからダウンロードで
きます。ふるってご応募ください。

だ こつしょう う  しろ  ぼ  せき

たにぐちともゆき さ  とうあや  か

妻
の
遺
品
な
ら
ざ
る
は
な
し
春
星
も
　

　暮
石

暮石と妻・房子
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参
加
者
①

　
本
山
町
の
さ
ま
ざ
ま
な
産
業
や

地
理
等
を
視
察
す
る
こ
と
で
、こ

れ
ま
で
知
ら
な
か
っ
た
町
の
強
み

を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
視
察
を
通
し
て
感
じ
た
こ
と

は
、そ
れ
ぞ
れ
が
地
域
資
源
を
生

か
し
て
持
続
可
能
な
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
る
こ
と
で
す
。こ
こ
で
暮

ら
す
人
々
が
自
然
と
共
生
し
な
が

ら
地
域
の
資
源
を
活
用
し
、町
外

か
ら
観
光
客
を
誘
致
し
た
り
、野

菜
や
お
米
等
を
販
売
し
た
り
す
る

姿
や
活
動
の
様
子
は
、例
え
ば
道

徳
や
社
会
、総
合
的
な
学
習
の
時

間
で
生
か
す
こ
と
が
で
き
る
の
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　
自
分
の
地
域
に
誇
り
を
も
つ
子

ど
も
を
育
て
る
た
め
に
は
、ま
ず

は
地
域
を
知
る
こ
と
が
一
番
で
す
。

そ
し
て
、地
域
の
人
と
つ
な
が
る
学

び
を
こ
ち
ら
が
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト

す
る
こ
と
で
、子
ど
も
た
ち
は
自

分
事
と
し
て
地
域
の
よ
さ
や
課
題

に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

　
２
学
期
以
降
の
実
践
に
役
立
ち

そ
う
な
学
習
材
料
が
た
く
さ
ん
あ

り
、大
変
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

参
加
者
②

　「
本
山
町
は
地
理
・
産
業
・
人
等

す
べ
て
に
お
い
て
す
ば
ら
し
い
！
」

　
新
転
入
研
修
会
に
参
加
し
、私

が
一
番
感
じ
た
こ
と
で
す
。吉
延
の

棚
田
で
は
、田
岡
さ
ん
が
な
ぜ
お

い
し
い
米
が
で
き
る
の
か
や「
結
」

と
い
う
組
合
に
つ
い
て
等
、ク
イ
ズ

を
入
れ
て
楽
し
く
詳
し
く
説
明
し

て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。吉
延
の
人
々

の
熱
い
思
い
や
工
夫
が「
日
本
一
の

天
空
の
郷
に
こ
ま
る
」を
作
り
出

し
て
い
る
こ
と
が
よ
く
分
か
り
ま

し
た
。ま
た
、土
佐
あ
か
う
し
の
前

田
さ
ん
、彩
り
ピ
ー
マ
ン
の
大
石

さ
ん
、ノ
ー
ブ
ル
の
藤
原
さ
ん
、カ

ワ
ム
ラ
フ
ァ
ー
ム
の
川
村
さ
ん
等
、

そ
れ
ぞ
れ
の
生
産
者
さ
ん
の
直
接

の
声
を
聞
け
、本
山
の
気
候
の
特

徴
や
生
産
さ
れ
て
い
る
方
の
思
い

が
本
当
に
よ
く
分
か
り
ま
し
た
。

　
郷
土
に
誇
り
を
持
ち
、郷
土
に

貢
献
で
き
る
子
ど
も
た
ち
を
育
て

て
い
き
た
い
と
い
う
思
い
も
強
ま

り
ま
し
た
。

参
加
者
③

　
ご
縁
も
あ
っ
て
私
が
生
ま
れ

育
っ
た
故
郷
を
巡
ら
せ
て
い
た
だ

く
研
修
と
い
う
こ
と
で
、非
常
に

楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
し
た
。

　
幼
少
期
の
頃
と
比
べ
て
変
わ
っ

た
と
こ
ろ
は
、人
口
・
子
ど
も
た
ち

の
減
少
と
い
う
こ
と
で
学
校
で
は

統
廃
合
が
進
ん
で
産
業
等
に
お
い

て
も
担
い
手
が
少
な
く
な
っ
て
き

て
い
る
こ
と
で
し
た
。し
か
し
、今

ま
で
の
良
さ
を
引
き
継
ぎ
、次
世

代
へ
と
つ
な
い
で
い
こ
う
と
す
る

人
々
の
努
力
や
工
夫
に
触
れ
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　
変
わ
ら
な
い
と
こ
ろ
は
、美
し
い

自
然
や
町
、そ
し
て
人
々
の
優
し

さ
・
温
か
さ
で
し
た
。幼
少
期
の
こ

ろ
に
お
世
話
に
な
っ
た
方
々
が
元

気
で
ご
活
躍
さ
れ
て
い
る
の
を
感

じ
、非
常
に
感
動
し
て
、な
つ
か
し

さ
と
と
も
に
、感
謝
の
気
持
ち
で

い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま
し
た
。

　
総
合
的
な
学
習
の
時
間
で
は
本

山
町
の
魅
力
に
つ
い
て
学
習
を
し

て
い
ま
す
。教
育
活
動
で
生
か
し
た

い
こ
と
、紹
介
し
た
い
こ
と
等
生

徒
と
も
共
有
を
し
て
、深
い
学
び

に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
で
す
。

参
加
者
④

　
視
察
先
で
印
象
に
残
っ
た
こ

と
、そ
れ
は
視
察
先
そ
れ
ぞ
れ
の

現
場
に
お
い
て
そ
れ
ぞ
れ
の
職
種

に
従
事
さ
れ
る
皆
さ
ん
の
プ
ロ

フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
ぶ
り
で
し
た
。こ

の
山
間
の
小
さ
な
町
に
も
多
く
の

プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
が
息
づ
き
、

農
業
に
限
ら
ず
、観
光
、資
源
開
発

…
と
町
に
息
吹
を
与
え
て
い
る
の

だ
と
改
め
て
感
じ
さ
せ
ら
れ
ま

し
た
。

　
そ
ん
な
中
で
も
、吉
延
展
望
台

で
の
中
学
生
の
お
孫
さ
ん
を
伴
っ

た
棚
田
の
歴
史
、米
作
り
に
ま
つ

わ
る
蘊
蓄
…
地
域
愛
や
米
作
り
へ

の
愛
に
あ
ふ
れ
た
お
話
に
惹
き
つ

け
ら
れ
ま
し
た
。特
に
、自
分
の

育
っ
た
地
元
を
誇
ら
し
く
堂
々
と

語
る
お
孫
さ
ん
の
姿
や
語
り
口
調

は
郷
土
愛
に
満
ち
て
お
り
、強
く

印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
研
修
は
、子
ど
も
た
ち

と
一
緒
に
本
山
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ

ナ
ル
を
語
る
た
め
の
会
話
の
き
っ

か
け
を
、ま
た
そ
れ
を
深
め
て
い
く

材
料
を
提
供
し
た
と
考
え
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

本山町の魅力や実態を知り、今後の教育実践に生かすという目的のもと、８月１日（金）に教職員の町内
視察研修を行いました。研修会では小・中・高の新転入者教職員が現地に赴き、実際に地域で働く方々にお
話を聴いて知識を深めることができ、とても充実した一日になりました。研修にご協力いただきました皆
様、本当にありがとうございました。

　令和７年度　本山町内新転入者教職員研修会

参
加
者
の
声 

う
ん
ち
く

﹇
研
修
内
容
﹈

①地域資源活用型の産業づくりについて
②地産地消・外商の取り組みについて　
③活力ある生産者の活動について

問い合わせ先
大原富枝文学館 76－2837大原富枝文学館だより大原富枝文学館だより大原富枝文学館だより

第33回右城暮石顕彰吉野川全国俳句大会投句募集（～1/31）

【谷口 智行 氏】 
1958年京都生まれ。三重県御浜町在住。運河主宰兼編集長。句集『藁嬶』『媚
薬』『星糞』『谷口智行集』『海山』（R7「俳人協会賞」）、エッセイ集『日の乱舞
／物語の闇、』共著『女性俳句の世界　第五巻』、編著『平松小いとゞ全集』評
論『窮鳥のこゑ』（R3「日本詩歌句随筆評論大賞」）『俳句の深層』。

【
町
内
歴
代
入
選
句

　第
16
回
大
会
県
内
中
学
生
の
部
】
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

　

 

植
田
紀
子
選
最
優
秀
賞

　足
裏
と
音
で
感
じ
る
霜
柱

　
　石
川
祐
記
子

【
町
内
歴
代
入
選
句

　第
25
回
大
会
一
般
の
部
】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

　

 

宇
多
喜
代
子
選
入
選

　南
南
東
こ
ん
な
近
く
に
初
日
の
出

　髙
橋
純
子

【佐藤 文香 氏】 
1985年生まれ。兵庫県神戸市、愛媛県松山市で育つ。句集に『海藻標本』（第
10回宗左近俳句大賞）、『君に目があり見開かれ』、『菊は雪』、『こゑは消える
のに』。2014年ごろから詩も書き始め、『渡す手』にて第29回中原中也賞。編著
に『俳句を遊べ！』、『天の川銀河発電所』など。

≪表　彰　式≫
令和８年４月１２日（日）１３：００～
本山町プラチナセンターふれあいホール
　※当日句受付１０：００～１１：３０
　※記念講演１３：１０～
　　「笑える俳句 －右城暮石を中心に－」

佐藤 文香

　本山町古田出身の蛇笏賞受賞俳人・右城暮石の功績を称え、第33回
右城暮石顕彰吉野川全国俳句大会を開催します。事前句の選者に右城暮
石創設の俳誌「運河」現主宰・谷口智行さんと、佐藤文香さんをお迎え
します。
　募集要項、投句用紙は大原富枝文学館、本山町プラチナセンタ－、さ
くら図書室で配布し、大原富枝文学館ホームページからダウンロードで
きます。ふるってご応募ください。

だ こつしょう う  しろ  ぼ  せき

たにぐちともゆき さ  とうあや  か

妻
の
遺
品
な
ら
ざ
る
は
な
し
春
星
も
　

　暮
石

暮石と妻・房子
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本
山
保
育
所
で

　 園
内
研
修
を
行
い
ま
し
た

　
８
月
27
日
（
水
）
に
５
歳
児
き
り

ん
組
の
公
開
保
育
を
も
と
に
園
内
研
修

を
開
催
し
ま
し
た
。
園
内
研
修
は
、
保
育
士

の
専
門
性
向
上
、
発
達
理
解
、
発
達
に
合
っ
た
保
育
内

容
の
理
解
、
保
育
実
践
に
お
け
る
課
題
解
決
を
目
的
と

し
、
年
に
数
回
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
５
歳
児
ク
ラ
ス
を
対
象
と
し
、
保
・
小
・
中

の
連
携
を
深
め
る
こ
と
も
目
的
と
し
て
、
町
内
小
中
学

校
か
ら
15
名
の
先
生
方
に
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

普
段
の
あ
そ
び
の
姿
か
ら

　
保
育
参
観
で
は
、「
夏
祭
り
を
し
た
い
」
と
い
う
子
ど

も
た
ち
の
願
い
を
も
と
に
楽
し
ん
で
い
る
お
祭
り
作
り

な
ど
、
普
段
の
遊
び
や
保
育
士
・
友
だ
ち
と
の
対
話
の

様
子
を
教
員
の
皆
さ
ん
に
も
見
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
遊
び
や
生
活
の
中
で
、
自
分
の
思
い
を
伝
え
る
だ
け

で
な
く
、
相
手
の
思
い
を
聞
い
て
知
っ
た
り
、
友
だ
ち

と
楽
し
く
遊
ぶ
た
め
に
は
ど
う
し
た
ら
い
い
か
と
考
え

た
り
、
製
作
に
使
う
材
料
を

工
夫
し
た
り
、
友
だ
ち
と
の

対
話
を
通
し
て
試
行
錯
誤
す

る
等
さ
ま
ざ
ま
な
姿
が
見
ら

れ
ま
し
た
。

　
保
育
参
観
後
は
、
小
学
校
教
員
と
保
育
士
が
グ
ル
ー

プ
に
分
か
れ
、
年
齢
発
達
に
合
っ
た
遊
び
、
環
境
構
成
、

職
員
の
関
わ
り
、
友
だ
ち
同
士
の
関
わ
り
は
ど
う
だ
っ

た
か
に
つ
い
て
話
し
合
い
ま
し
た
。
一
人
ひ
と
り
が
大

事
に
さ
れ
、
仲
間
の
中
で
そ
れ
ぞ
れ
の
ペ
ー
ス
で
成
長

し
、
個
か
ら
集
団
へ
と
育
ち
あ
っ
て
い
る
こ
と
を
確
認

し
あ
い
ま
し
た
。
ま
た
、
遊
び
の
中
で
も
小
学
校
で
の

学
び
に
つ
な
が
る
場
面
が
た
く
さ
ん
あ
り
、
参
加
者
で

今
大
事
に
取
り
組
ん
で
い
る
保
育
内
容
の
共
有
も
行
う

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
多
数
の
教
員
の
方
々
に
参
加
い
た
だ
く
園
内
研
修
は

数
年
ぶ
り
で
、
こ
の
よ
う
に
保
育
内
容
や
子
ど
も
の
育

ち
に
つ
い
て
協
議
す
る
機
会
は
本
山
保
育
所
が
始
ま
っ

て
以
来
、
初
の
試
み
と
な
り
ま
し
た
。
今
後
も
保
・
小
・

中
の
連
携
を
さ
ら
に
深
め
ら
れ
る
よ
う
、
保
育
士
・
教

職
員
・
保
護
者
・
地
域
の
皆
さ
ん
と
手
を
取
り
合
い
、

今
回
の
よ
う
な
園
内
研
修
を
継
続
し
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
引
き
続
き
全
職
員
で
協
力
し
な
が

ら
、
子
ど
も
も
大
人
も
安
心
し
て
過
ご
せ
る
子
育
て
環

境
づ
く
り
を
軸
に
保
育
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

MO
TOY

AM
A

学校・保育
だよ
り

Vol,20
8

★本山保育所★

11/  5（水） 第３回ぺアプロ
11/11（火） 総合避難訓練
11/12（水） 民生委員さんとの交流
　　　　　　キッチンカー炊き出し
11/14（金） 歯磨き講習
　　　　　　（こぐま・ぞう組）
11/14（金） ０歳児測定
11/18（火） 歯科健診 
11/19（水） 第４回ぺアプロ
　　　　　　リース作り（きりん組）
11/26（水） 子育てサロンすまいる
11/27（木） 起震車体験（きりん組）
11/30（日） バザー

★子育て支援センター★

11/  6（木） 絵本に親しもう
11/12（水） 身体測定・育児相談
11/18（火） お誕生会（10,11月生）
　　　　　　お茶会
11/27（木） 作って遊ぼう

★本山小★

11/  4（火） 人権の花事業
11/  6（木） 委員会
11/13（木） 本山町老人クラブ連合会体育
　　　　　　大会・福祉運動会
11/21（金） 読み聞かせ
11/22（土） 文化学習発表会
11/25（火） 代休
11/28（金） 火災避難訓練、紙芝居　　　

★吉野小★

11/  6（木） 教職員研修指定校、公開授業
11/13（木） 吉野検定
11/25（火） 持久走取組開始
11/29（土） きらきらフェスタ

★嶺北高校★

11/  1（土） ベネッセ総合学力テスト
　　　　　　（１・２年生）
11/1（土）・2（日） ベネッセ共通テスト模試
　　　　 　　　　（３年生）
11/  9（日） 第２回英語検定（２次）
11/11（火） 基礎学力診断テスト（１・２年生）
11/13（木） ものメッセKOCHI2025参加
　　　　　　（ぢばさんセンター）
11/20（木） 交通安全街頭指導
11/27（木） 期末テスト発表

★・・・11月の予定・・・★★・・・11月の予定・・・★★・・・11月の予定・・・★★・・・11月の予定・・・★

★嶺北中★

11/  1（土）・2（日） 香長地区バレー新人大会
11/  2（日） 中高一貫教育吹奏楽部定期演奏会
11/  5（水） 校内マラソン大会（予備日11/10）
11/  7（金） 第２回漢字検定
11/  9（日） 第2回英語検定二次
11/11（火） 生徒会役員選挙
11/12（水） 第3回中高合同避難訓練（予定）
11/15（土） 本山町産業文化祭(吹奏楽部演奏)
11/15（土）・16（日） バドミントン秋季大会（春野）
11/18（火） さくらプロジェクト学習文化発表会
11/19（水） 期末テスト発表
11/23（日） 中学生ビギナーズバレーボール大会
11/26(水）～28(金） 期末テスト
11/28（金） 起震車体験

自分たちで
お祭りを
つくるぞ～！

学校の先生と
共に意見交換
を行いました  ！

「
黄
金
の
刻
」 川
村
 香
代
氏
　
　

第
13回

 天
空
の
郷
も
と
や
ま
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
　
入
選

「
黄
金
の
刻
」 川
村
 香
代
氏
　
　 みんなの思いを

つなぐ
サークルタイム


